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一、収録史料の冒頭に、原題あるいは内容により表題・年号（和暦および西暦）を示した。一、漢字は原則として常用漢字を用いた。一、改行については原史料の表記にしたがった。一、助詞として用いられている「与」 、 「者」 、 「江」を除き、変体仮名や合字については原則として現行
の仮名に改めた。
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六拾駄也


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市） の役人と交渉し いる。大石田から関山 （山形県東根市）までの継ぎ立て ついても同陣屋より触が出されており、仙台藩による酒移入が公的輸送として位置づけられていることがわかる。
○後半は、同年八月の大山酒移入に関する史料。
仙台藩側の「若生儀兵衛」は、城下河原町の商人である。本書所収の拙稿二本でも指摘したがここでも仙台城下町北端と南端の有力商人が分担して活動してい ことがわかる。
